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前報 で 褐 藻 類Sargassum sp."ほ ん だ わ ら属"と くに

Sargassum horneri (TURNER) C. AGARDH"あ か も く"

の抗 腫 瘍 作 用 につ い て報 告1,2)し た 。さ らに 一 連 の 日本 近

海 に 産 す る海 藻 の抗 腫 瘍 ス ク リー ニ ン グを 続 け る な か で,

緑 藻 類 中 に もEHRLICH ascites carcinomaに 抗 腫 瘍 性

を 示 す1群 が 認 め られ た 。Caulerpaceae"い わ づ た 科",

Codiaceae"み る科"が こ れ で あ る。 今 回,こ の 中 で 最

も効 果 の強 いCodium pugniformis Okamura"こ ぶ し

み る"に つ い て検 討 を 加 え た。 抗 腫 瘍 物 質 の 分 離 お よび

そ の 効 果 は ま だ不 充 分 で あ る が,こ れ ま で の結 果 を 報 告

す る。

実 験 方 法 お よび 結 果

1.　 海 藻 の 採 集 お よび 分 離

原 料 海 藻 は1973年10月 和 歌 山県 串 本 で 採 集 し た も

の を用 い た 。 粗 エ キ ス は4℃,4日 間水 抽 出 し凍 結 乾 燥

した 。 エ キ ス は 淡 黄 緑 色 で 弱 塩 基 性 で あ り 異 臭 を 発 す

る。 こ れ に4倍 容 の エ タ ノ ール を 加 え,ア ル コ ー ル沈 殿

分 画 をCM-Sephadex C-25 (Pharmacia) PO4 typeの ク

ロマ トで0.05M PBS (pH 7.2)で 溶 出 させ た(Fig. 1)。

2.　 化 学 組 成

これ らの 化 学 組 成 をTable 1に 示 し た 。 エ タ ノ ー ル

沈 殿 分 画 を加 水 分 解 後,そ の 構 成 糖 を ペ ー パ ー ク ロ マ ト

グラフィーで検討したところ,ガ ラクトース,ア ラビノ

ースの強いスポットおよび 少 量 の マンノースを同定し

た。さらにCM-Sephadex C-25で 溶出する分画はほと

んどセチルピリジニウムクロリド(CPC)で 沈殿し,糖

35.5%,蛋 白1.0%以 下 であるところから酸性多糖成分

である。

3.　 抗腫瘍効果

実験腫瘍はEHRLICH腹 水 および固型腫瘍,Sarcoma-

180固 型腫瘍を用いた。実験方法は前報 と同様,腹 水腫

瘍は3×105cells/mouse, ddYS系 〓マウス(20±0.5g)

に移植し,60日 間観察した。固 型腫瘍は2×106cells/

mouse移 植 し,14日 目に腫瘍を摘出しその重量を測定

した。治療は移植後24時 間後か ら1日1回6日 間連続

腹腔内投与を行なった。EHRLICH腹 水腫瘍に対する効

Fig. 1 Isolation of fractions of C. pugniformis 
(C-96) 

Table 1 Analysis of crude extract and partialy 

purifide fraction from Codium pugniformis 
[C-96] 

a) Ninhydrin reaction as alanine 
b) Phenol-H2SO4 method as glucose 
c) LOWRY's Folin method as bovine serum albu- 

min 

Fig. 2 Antitumor effect of Codium pugniformis 

(C-96) on EHRLICH ascites in mice 
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果 はFig. 2に 示 した よ うに無 処 置 群 が 全 例 腹 水 腫 瘍 死 し

た のに 対 しエ タ ノ ール 沈 殿 分 画 が0.25mg/mouse/day

×6で50%,CM-Sephadex C-25で 溶 出 す る 分 画 は

0.25mg/mouse/day×6で80%の 完 全延 命 を 示 した 。

Table 2に は ア ル コー ル 沈 殿 分 画 のEHRLICHお よび

Sarcoma-180固 型 腫 瘍 に 対 す る 効 果 を 示 した 。 この よ

うにEHRLICHお よびSarcoma-180固 型 腫 瘍 に 対 して

もアル コ ール 沈 殿 分 画 は0.5mg/mouse/day×6回 の 治

療 で約40%の 腫 瘍 増 殖 阻 止 を 認 め た 。 また,前 投 与 で

も同様 の 結 果 が 得 られ た 。

CM-Sephadex C-25, 0.05M PBSで 溶 出す る分 画 は,

さ らにSephadex G-50 fine (Pharmacia)を 用 い て ゲ

ルろ過 を行 な っ た と ころ,Fig. 3の よ うな ク ロマ トパ タ

ー ンが 得 られ た 。 これ らの分 画 に つ い て 現 在,抗 腫 瘍 効

果,物 性 な ど検 討 中 で あ る。

考 察

一連 の海 藻 成 分 の 抗 腫 瘍 ス ク リーニ ング を 続 け る 中

で,新 し く緑 藻 類Caulerpaceae, Codiaceaeに 比 較 的 活

性 の 強 い もの が 集 約 され た 。 両 者 は 分 類 学 的 に も近 縁 で

あ り共 通 の成 分 が 予 想 され,そ の 中 か らCodium pug-

niformis OKAMURA"こ ぶ しみ る"に つ い て 検 討 し た 。

海藻中でも珍 らしく粗エキスは塩基性を示し興味がもた

れた。しかし,抗 腫瘍性を有するものとしては高分子多

糖体が分画され て きた。 これ は,Sargassum hornerl

(TURNER) C. AGARDH"あ か もく"の 酸性多糖分画の

EHRLICH腹 水腫瘍やSarcoma-180に 対 す る態度と同

様であり活性はあまり強 くない。PERCIVALら3)は 同属の

Codium fragile (SURINGAR) HARIOT"み る"か らアラ

ビノース,ガ ラクトースを成分残基とする硫酸基をもっ

た多糖を報告している。 さらに硫酸化多糖 として デキ

ス トラン硫酸5,6)やヘパ リン4)などの抗腫瘍効果が報告さ

れ,こ の作用は リゾゾームをラビライズし脂血症を改善

し,線 溶活性を示し癌の転移を抑制すると言 わ れ て お

り,現 在さらに精製を進め同定を急いでいる。
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Table 2 Antitumor effect of Codium pugniformis 
on EHRLICH carcinoma and Sarcoma-180 
transplanted subcutanously in mice 

Fig. 3 Fractionation of C-96 EP on Sephadex 

G-50 Gel filtration 
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Further to the antitumor effect of Sargassum sp. [Phaeophytaj, especially Sargassum horneri (TURNER) 
C. AGARDH, reported in the previous papers, our continued screening of marine algae available in 
Japanese water for an antitumor effect has revealed that Caulerpaceae and Codiaceae, families belong- 
ing to Chlorophyta, are also effective against EHRLICH ascites carcinoma. The present report concerns 
our evaluation of Codium pugniformis OKAMURA, the most effective species of this family. 

Codium pugniformis, collected in Kushimoto, Wakayama Prefecture, was extracted with water to 
obtain a weakly basic, light yellowish green extract. To this extract, 4 times as much of ethanol was 
added. The precipitate recovered was named C-96-EP. It was ascertained by paper partition chromato- 
graphy that the acid hydrolysate of this fraction contains galactose, arabinose, and mannose. The fraction 
C-96-EP and its purified fraction [purified with CM-Sephadex C-25 and CPC] are both active against 
ascites tumor of EHRLICH carcinoma and solid tumors produced by EHRLICH carcinoma and Sarcoma- 
180. 


